
原子力の安全性向上に向けた取り組み体制

原子力安全向上会議

議 長：社長

構成員：副社長、経営戦略本部長、原子力本部長、総務・広報・地域共
生本部長、他部門管掌役員

【目 的】

○リスクを分析、評価するとともに原子力安全向上に必要な対応策を審議

【議 題】

○リスクにつながる情報の入手、活用状況 ○リスク低減活動の実施状況

○「安全性向上評価」の結果 ○防災対策の実施状況

○安全文化醸成活動の状況 ○原子力内部監査の結果

○ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの推進状況 ○前記各項目を踏まえ必要となる対応策

○その他関連する重要事項
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○リスクマネジメントの運用と継続的改善

○発電所の運営におけるリスクマネジメントの展開

○組織的なパフォーマンス監視と組織のパフォーマンス
向上

○原子力災害への備え

○安全文化醸成活動 等

原子力部門
広報部門

社内外のコミュニケーションへの取り組み

○リスクの観点を踏まえたコミュニケーションの実施

○地域をはじめ社会の皆さまとの接点の場を拡充

○訓練における地元自治体との連携 等

リスク情報、対応策等

社会の皆さまのご意見等
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※ ATENA：原子力エネルギー協議会

JANSI：原子力安全推進協会

WANO：世界原子力発電事業者協会
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